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わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。

　
吹
田
市
長�

後
藤�

圭
二�

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
清
々
し
い
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
脅
威
か
ら
３
年
の
歳

月
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
未

だ
に
終
息
の
め
ど
が
立
っ
て

お
ら
ず
、
健
康
長
寿
の
た
め

の
取
組
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
活

動
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中

で
も
、
吹
田
市
高
齢
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
生
き
が
い
づ
く
り
、

健
康
維
持
や
介
護
予
防
、
地

域
で
の
支
え
合
い
な
ど
の
地

域
活
動
を
新
し
い
形
式
で
工

夫
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
こ
そ
は
、
会
員
の
皆

様
共
々
、
活
力
に
溢
れ
た
吹

高
連
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
団

体
の
躍
動
を
復
活
さ
せ
る
、

令
和
５
年
の
幕
開
け
に
い
た

し
ま
し
ょ
う
。　

　

吹
高
連
も
、
昨
年
か
ら
進

め
て
お
り
ま
す
組
織
運
営
の

効
率
化
を
更
に
進
め
、
将
来

に
渡
り
発
展
継
続
の
で
き
る

体
制
を
構
築
す
る
た
め
の
重

要
な
年
と
位
置
付
け
て
お
り

ま
す
。

　

私
た
ち
の
組
織
が
擁
す
る

７
つ
の
専
門
部
会
は
、
そ
の

陣
容
を
刷
新
し
女
性
役
員
の

目
覚
ま
し
い
活
躍
の
も
と
、

独
自
の
事
業
展
開
に
工
夫
を

こ
ら
し
会
員
の
皆
様
は
も
と

よ
り
、
地
域
の
高
齢
者
世
代

の
皆
様
に
安
心
と
や
す
ら
ぎ

と
、
生
き
が
い
醸
成
へ
の
貢

献
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
吹
高
連
が
吹
田
市

か
ら
指
定
管
理
を
受
け
て
お

り
ま
す
「
高
齢
者
生
き
が
い

活
動
セ
ン
タ
ー
」
は
吹
高
連

に
と
り
ま
し
て
、
地
域
の
高

齢
者
団
体
の
お
仲
間
と
し

て
、
共
に
趣
味
づ
く
り
、
各

種
技
能
習
得
、
生
き
が
い
づ

く
り
の
拠
点
と
し
て
、
多
数

の
皆
様
方
に
ご
利
用
を
頂
い

て
お
り
ま
す
が
ま
だ
ま
だ
、

当
セ
ン
タ
ー
の
所
在
地
が
、

阪
急
電
鉄
・
南
千
里
駅
前
の

千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

５
階
の
至
便
な
場
所
に
も
か

か
わ
ら
ず
、認
知
度
が
低
く
、

施
設
近
隣
の
方
々
に
利
用
が

偏
り
が
ち
で
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
を
通
じ
、
よ
り

多
く
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
、
Ｐ
R
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
今
や
高
齢
化

社
会
の
真
っ
た
だ
中
、
今
年

も
私
た
ち
の
日
常
生
活
を
送

る
う
え
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
と
の
共
存
は
欠
か
せ

な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
通
り
、
コ
ロ

ナ
感
染
防
止
へ
の
敢
然
と
し

た
取
り
組
み
と
、
積
極
的
な

吹
高
連
活
動
を
通
じ
、
こ
こ

ろ
触
れ
合
う
仲
間
と
共
に
、

楽
し
く
、
生
き
生
き
と
行
動

し
、
心
身
を
害
す
る
各
種
フ

レ
イ
ル
の
撃
退
に
、
吹
高
連

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

会
員
の
皆
様
並
び
に
ご
家

族
の
皆
様
共
々
の
ご
健
勝
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
　
吹
田
市
高
齢
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

理
事
長
　
岸
下�

富
盛
　�����������

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶
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わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。

吹
田
市
議
会
議
長�

　
坂
口�

妙
子

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
お
健
や
か
に
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

平
素
か
ら
文
化
、
教
養
活
動

や
地
域
社
会
へ
の
奉
仕
活
動

な
ど
を
通
じ
て
、
高
齢
者
の

皆
様
の
生
き
が
い
づ
く
り
に

御
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
、
心
か
ら
敬
意
を

表
し
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
で
は
、

す
。
こ
う
し
た
皆
様
の
ご
活

動
が
地
域
の
つ
な
が
り
を
広

げ
、
人
と
人
と
の
絆
を
深
め
、

幅
広
い
世
代
の
皆
さ
ま
が
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

る
よ
う
、
地
域
を
支
え
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
に
深
く

敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
第
８
期
吹
田

健
や
か
年
輪
プ
ラ
ン
の
も

と
、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代

が
す
べ
て
65
歳
以
上
と
な
る

２
０
４
０
年
を
視
野
に
入
れ
、

こ
れ
ま
で
の「
支
え
る
側
」「
支

え
ら
れ
る
側
」
と
い
う
関
係

性
を
超
え
て
、
人
と
人
や
社

会
が
一
層
つ
な
が
る
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

年
齢
を
重
ね
て
も
、
皆
様

が
身
近
な
地
域
で
共
に
い
き

い
き
と
、
ず
っ
と
吹
田
で
、

ず
っ
と
元
気
に
暮
ら
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向

け
た
具
体
的
な
取
組
を
一
層

進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
、
貴
会
の
皆
さ
ま

長
寿
化
が
進
展
し
、
人
生

１
０
０
年
時
代
を
迎
え
る
一

方
で
、
人
口
減
少
や
単
身
高

齢
者
世
帯
の
増
加
な
ど
に
よ

り
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
は

複
雑
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
度
重
な
る
波

状
的
な
感
染
拡
大
に
よ
り
、

私
た
ち
の
日
常
生
活
は
大
き

く
変
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
新
し
い
生
活
様
式
が
広

ま
り
、
自
宅
や
地
域
で
過
ご

す
時
間
が
増
え
た
こ
と
で
、

私
た
ち
は
、
地
域
の
人
々
と

の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
、

よ
り
一
層
実
感
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
地
域
共

生
社
会
を
実
現
す
る
に
当

た
っ
て
は
、
長
年
に
わ
た
り

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
に
貢

献
し
て
こ
ら
れ
た
貴
連
合
会

の
役
割
が
、
更
に
重
要
に
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
市
民
の
皆
様
が
健
康
で

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
鋭
意

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
い
つ
ま
で
も
生
き
が
い

を
も
っ
て
過
ご
せ
る
地
域
づ

く
り
に
、
お
力
添
え
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

結
び
に
、
一
般
社
団
法
人

吹
田
市
高
齢
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
今
後
ま
す
ま
す
の
御
発
展

と
、
今
年
一
年
が
皆
様
方
に

と
り
ま
し
て
よ
り
充
実
し
た

良
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

の
一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

結
び
に
、
貴
会
の
さ
ら
な

る
ご
発
展
、
並
び
に
会
員
の

皆
様
方
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸

を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
、
新
春
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

(3) 久寿乃㐂第82号

わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。

令和5年1月発行



わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。

令
和
４
年
度　

第
61
回
吹
高
連
大
会

４
０
０
人
あ
ま
り
が
参
加
し
、

	
	
	
	

盛
大
に
開
催
さ
れ
る

　

一
般
社
団
法
人
吹
田
市
高

齢
ク
ラ
ブ
連
合
会
令
和
４
年

度
第
61
回
吹
高
連
大
会
が
、

10
月
24
日
午
後
１
時
か
ら
メ

イ
シ
ア
タ
ー
中
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
会
員
や
来
賓
な
ど

４
０
０
余
名
が
参
加
し
て
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

吹
高
連
大
会
は
、
ま
ず
こ

の
一
年
間
に
亡
く
な
ら
れ
た

物
故
会
員
の
冥
福
を
祈
り
、

黙
と
う
が
捧
げ
ら
れ
た
。

　

田
口
佐
貴
子
副
理
事
長
の

開
会
宣
言
に
続
き
、
岸
下
富

盛
理
事
長
が
開
会
の
あ
い
さ

つ
を
行
っ
た
。

　

来
賓
を
代
表
し
て
後
藤
圭

二
吹
田
市
長
が
祝
辞
を
述
べ

た
。
そ
の
後
来
賓
の
紹
介
、

吹
高
連
の
役
員
紹
介
が
行
わ

れ
、
公
務
の
為
来
賓
の
皆
さ

ま
は
退
席
さ
れ
た
。

　

長
年
吹
高
連
の
運
営
推
進

に
尽
力
い
た
だ
い
た
方
々

（
別
記
）
に
、
理
事
長
よ
り

感
謝
状
と
記
念
品
の
贈
呈
が

行
わ
れ
た
。

　

そ
の
あ
と
岸
下
理
事
長
か

ら
令
和
４
年
度
の
総
会
報
告

が
行
わ
れ
、
山
根
茂
男
副
理

事
長
並
び
に
各
専
門
部
会
長

か
ら
令
和
３
年
度
の
活
動
及

び
事
業
報
告
が
行
わ
れ
た
。

さ
ら
に
令
和
４
年
度
の
活
動

方
針
が
発
表
さ
れ
た
。

　

記
念
式
典
最
後
は
宮
川
悟

副
理
事
長
か
ら
大
会
宣
言
が

発
表
さ
れ
、
第
一
部
の
記
念

式
典
を
終
え
た
。

　

第
二
部
は
ク
ラ
ブ
活
動
演

芸
の
部
の
舞
台
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
１
番
は
吹
高
連

四
つ
竹
部
、
２
番
は
吹
高
連

フ
ラ
ダ
ン
ス
同
好
会
・
ク
プ

ナ
倶
楽
部
、
３
番
は
吹
高
連

コ
ー
ラ
ス
部
・
カ
ト
レ
ア
、

４
番
は
吹
高
連
ウ
ク
レ
レ
同

好
会
・
ウ
ク
レ
レ
ア
ロ
ハ
、

最
後
は
吹
高
連
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
部
の
演
技
が
華
や
か
に

披
露
さ
れ
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
ト
リ

は
落
語
家
の
露
の
団
姫
（
つ

ゆ
の
ま
る
こ
）
さ
ん
の
特
別

公
演
が
行
わ
れ
た
。
露
の
団

姫
さ
ん
は
天
台
宗
の
僧
侶
と

し
て
活
躍
す
る
異
色
の
落
語

家
。
古
典
落
語
を
始
め
、
仏

教
落
語
な
ど
軽
快
な
ト
ー
ク

で
、
今
、
大
変
な
人
気
で

す
。
舞
台
に
上
が
っ
た
団
姫

さ
ん
は
大
き
な
拍
手
で
迎
え

ら
れ
、
得
意
な
落
語
と
仏
教

を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
た

講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

最
後
に
司
会
者
が
閉
会
の

辞
を
述
べ
て
お
開
き
に
な
り

ま
し
た
。

露の団姫さん露の団姫さん理事長感謝状を受賞された皆さん理事長感謝状を受賞された皆さん
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わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。
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わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。

理事長感謝状贈呈・受賞者一覧理事長感謝状贈呈・受賞者一覧
氏　名 地　区 クラブ名

堤　　　豊 吹　三 高畑つくし会

北本　寿子 吹　三 東旭悠々クラブ

尾崎　頼子 吹　三 二ツ池長生会

木田　　清 吹　南 若葉会

村井　　晃 千　一 第六千寿会

佐藤　征一 千　二 千二第一福寿会

大島　　淳 千　三 千三第三福寿会

宮原登美子 佐竹台 第一百睦会

竹生三喜枝 古江台 第６寿楽会

平田　保夫 五月が丘 みどり会

楢﨑　裕弘 高野台 高野台シニアクラブ

２
年
ぶ
り
、
５
ク
ラ
ブ
が
熱
演

２
年
ぶ
り
、
５
ク
ラ
ブ
が
熱
演

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
ク
ラ

ブ
の
舞
台
発
表
は
２
年
ぶ
り

と
な
り
、
出
演
し
た
５
ク
ラ

ブ
は
久
し
ぶ
り
の
舞
台
な
の

で
、
全
員
が
喜
び
を
前
面
に

出
し
熱
演
し
た
。

○
「
吹
高
連
四
つ
竹
部
」

　

四
つ
竹
部
の
四
つ
竹
踊
り

は
、
出
演
者
54
名
全
員
が
、

喜
び
を
前
面
に
出
し
、「
お

め
で
た
音
頭
」
と
「
ダ
ン
シ

ン
グ
・
ヒ
ー
ロ
ー
」
の
２
曲

を
、
あ
ふ
れ
る
笑
顔
い
っ
ぱ

い
で
踊
っ
た
。

○
「
フ
ラ
ダ
ン
ス
同
好
会
・

ク
プ
ナ
倶
楽
部
」

　

今
回
は
「
カ
ナ
ナ
カ
」
と

「
ハ
ナ
レ
イ
ム
ー
ン
」
の
２

曲
が
華
や
か
に
披
露
さ
れ

た
。

○
「
吹
高
連
コ
ー
ラ
ス
部
・

カ
ト
レ
ア
」

　

今
回
は「
花
の
街
」と「
花

は
咲
く
」
の
２
曲
を
さ
わ
や

か
に
歌
っ
た
。

○
「
吹
高
連
ウ
ク
レ
レ
同
好

会
・
ウ
ク
レ
レ
ア
ロ
ハ
」

　

今
回
は
童
謡
唱
歌
の
「
た

き
火
」
と
「
紅
葉
」
の
２
曲

が
演
奏
さ
れ
た
。

○
「
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
部
」

　

今
回
は「
ラ
ブ
・
リ
フ
テ
ィ

ド
ミ
ー
」
と
「
ヴ
ァ
ル
ス
・

ド
ウ
ラ
・
ミ
ッ
ツ
ェ
イ
」
の

２
曲
を
明
る
く
晴
れ
や
か
に

踊
ら
れ
た
。

吹
高
連
大
会
第
二
部「
活
動
報
告
・
舞
台
発
表
」

吹
高
連
大
会
第
二
部「
活
動
報
告
・
舞
台
発
表
」

四つ竹部四つ竹部

フラダンス同好会フラダンス同好会

ウクレレ同好会ウクレレ同好会

フォークダンス部フォークダンス部

コーラス部コーラス部
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わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。

吹
高
連 

ハ
イ
キ
ン
グ
部

北
ア
ル
プ
ス
・
乗
鞍
岳（
３
，０
２
６
ｍ
）

北
ア
ル
プ
ス
・
乗
鞍
岳（
３
，０
２
６
ｍ
）

山
頂
目
指
し

山
頂
目
指
し
3232
名
が
参
加

名
が
参
加
ハ
イ
キ
ン
グ
部
部
長
　
阿
部 

誠
行

　

ハ
イ
キ
ン
グ
部
の
登
録
者

数
約
１
，０
０
０
名
。
60
代
、

70
代
、
80
代
、
90
代
み
ん
な

元
気
！

　

京
都
街
歩
き
、
奈
良
歴
史

街
道
、
古
墳
巡
り
、
関
西
の

ア
ル
プ
ス
登
山
、
冬
の
金
剛

山
、
特
別
企
画
・
夏
山
・
北

ア
ル
プ
ス
登
山
。健
脚
向
き
、

中
級
向
き
、
一
般
向
き
。
多

彩
な
企
画
が
大
好
評
、
部
員

の
楽
し
み
で
す
。

　

今
年
度
の
夏
山
登
山
は

北
ア
ル
プ
ス
・
乗
鞍
岳

（
３
０
２
６
ｍ
）
に
挑
戦
。

32
名
（
女
20
男
12
）
参
加
。

平
均
年
齢
74
歳
。
５
回
目
の

今
回
は
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
編

成
で
募
集
。（
合
流
場
所
ま

で
を
登
山
す
る
組
と
バ
ス
で

移
動
す
る
組
）

　

７
月
27
日
（
水
）
南
千
里

８
時
出
発
。
国
民
休
暇
村
・

乗
鞍
高
原
に
15
時
30
分
着
。

温
泉
で
バ
ス
旅
の
疲
れ
を
癒

し
、
夕
食
に
舌
鼓
、
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
就
寝
。

　

７
月
28
日（
木
）２
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
る
。
登
山
組
は

三
本
滝
バ
ス
停
ま
で
バ
ス

で
。
登
山
開
始
。
ま
ず
三
本

滝
へ
。
滝
か
ら
尾
根
ま
で
の

急
登
。
さ
ら
に
冷
泉
小
屋
を

経
て
合
流
場
所
・
位
ヶ
原
ま

で
の
急
登
が
続
き
ま
し
た
。

厳
し
い
登
り
も
ゴ
ゼ
ン
タ
チ

バ
ナ
、
ミ
ヤ
マ
オ
ダ
マ
キ
な

ど
高
山
植
物
に
元
気
を
も
ら

い
ま
す
。
バ
ス
組
は
高
原
散

策
後
バ
ス
で
三
本
滝
バ
ス
停

へ
。
歩
い
て
三
本
滝
ま
で
を

往
復
。
再
び
バ
ス
で
位
ヶ
原

へ
。
登
山
組
も
バ
ス
に
乗
っ

て
全
員
畳
平
へ
。

　

畳
平
か
ら
緩
や
か
な
登
山

道
を
コ
マ
ク
サ
、
岩
ぎ
き
ょ

う
に
見
つ
め
ら
れ
な
が
ら
50

分
歩
い
て
２
７
６
７
ｍ
肩
の

小
屋
へ
14
時
到
着
。
真
っ
赤

な
夕
焼
け
に
感
動
。
満
天
の

星
に
た
め
息
。

　

７
月
29
日
（
金
）
最
終
日
。

午
前
３
時
起
床
。気
温
10
度
、

快
晴
。
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
の
灯

り
を
頼
り
に
、
ゆ
っ
く
り
、

ゆ
っ
く
り
登
る
。
光
の
列
が

続
く
。
4
時
30
分
３
０
２
６

ｍ
の
乗
鞍
岳
山
頂
の
剣
ヶ
峰

に
登
頂
。
ご
来
光
に
息
を
の

む
。
３
６
０
度
の
眺
望
を
満

喫
、大
満
足
。登
れ
て
よ
か
っ

た
。
畳
平
の
お
花
畑
は
ク
ロ

ユ
リ
、チ
ン
グ
ル
マ
の
胞
子
、

コ
バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
、
な
ど
高

山
植
物
が
迎
え
て
く
れ
乗
鞍

岳
登
山
無
事
故
で
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

優
し
く
迎
え
入
れ
て
く
れ

た
乗
鞍
の
大
自
然
に
感
謝
。

　

肩
の
小
屋
の
ス
タ
ッ
フ
の

や
さ
し
さ
に
感
謝
。

　

国
際
興
業
観
光
バ
ス
の
運

転
手
・
坡
平
直
樹
さ
ん
の
安

全
運
転
と
心
配
り
に
感
謝
。

　

夏
山
登
山
参
加
を
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
家
族
の
み
な
さ

ん
に
感
謝
。

　

チ
ー
ム
吹
高
連
ハ
イ
キ
ン

グ
部
の
32
名
の
仲
間
に
あ
っ

ぱ
れ
！

高山植物の女王高山植物の女王
「こまくさ」「こまくさ」
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わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。

第
９
回 

吹
高
連
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　

令
和
４
年
10
月
３
日（
月
）、

吹
高
連
ボ
ウ
リ
ン
グ
サ
ー
ク

ル
の
大
会
が
、
関
大
前
の
フ

タ
バ
ボ
ウ
ル
で
、
開
催
さ
れ

26
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ボ
ウ
ル
サ
ー
ク
ル
の
規
定

で
、
マ
イ
ボ
ウ
ル
部
と
一
般

の
部
に
別
れ
て
の
試
合
方
式

で
す
。

　

マ
イ
ボ
ウ
ル
部
の
方
は
、

椅
子
に
腰
を
掛
け
リ
ラ
ッ
ク

ス
ム
ー
ド
、
一
般
の
方
は
ボ

ボウリング大会成績表ボウリング大会成績表

一般の部 マイボウルの部

順　位 氏　名 地　区 氏　名 地　区

優　勝 和田　富子 西山田 西田　秋生 山五

準優勝 前田佐知子 西山田 市橋　忠治 佐井寺

第３位 野村　哲治 西山田 高萩　　薫 南山田

2626
名
が
参
加

名
が
参
加

　　

7272
名
が
参
加
し
盛
大
に
開
催

名
が
参
加
し
盛
大
に
開
催

　
吹
一
吹
六
地
区

	

　
辻
本 
幸
造

ウ
ル
が
重
た
い
、
指
の
穴
が

合
わ
な
い
と
、
ボ
ウ
ル
探
し

に
大
変
。
全
員
が
準
備
OK
い

よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
。
５
分
間

の
短
い
練
習
。ゴ
ロ
ゴ
ロ
キ
ャ

コ
ー
ン
！
見
事
ス
ト
ラ
イ
ク
。

　

９
月
12
日
、
メ
イ
シ
ア

タ
ー
に
お
い
て
、
昨
年
に
続

き
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
声
を
出
せ
ず

練
習
が
思
う
よ
う
に
で
き
な

い
コ
ロ
ナ
禍
で
、
カ
ラ
オ
ケ

人
口
も
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
発
表
の
場
が
感
染
予
防

第
９
回 

吹
高
連
カ
ラ
オ
ケ
大
会

「
ア
ー
ア
カ
ン
！
ガ
ー
タ
ー

や
」
と
言
い
な
が
ら
も
い
よ

い
よ
本
番
。
ア
ッ
ト
言
う
間

に
ゲ
ー
ム
が
終
了
し
ま
し
た
。

表
彰
式
、
マ
イ
ボ
ウ
ル
部
の

優
勝
は
西
山
田
地
区
の
和
田

富
子
さ
ん
。
一
般
の
部
の
優

勝
は
山
五
地
区
の
西
田
秋
生

さ
ん
。
順
位
は
別
記
の
通
り

で
す
が
、
１
位
、
５
位
、
Ｂ

Ｂ
賞
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

次
回
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
は
、

絶
対
に
賞
を
持
っ
て
帰
る
ぞ

と
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
を
後
に

し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
、
ボ
ウ

リ
ン
グ
は
楽
し
い
で
す
ョ
。
み

ん
な
で
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

対
策
を
取
り
な
が
ら
で
は
あ

り
ま
す
が
、
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
出

演
す
る
人
の
男
女
を
問
わ
ず

カ
ラ
オ
ケ
に
対
す
る
情
熱
、

女
性
は
華
や
か
な
舞
台
衣
装

に
身
を
飾
り
、
は
つ
ら
つ
と

変
身
。
年
齢
も
若
く
な
り
、

歌
手
に
な
り
き
り
、
ス
ポ
ッ

ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
る
。
惜
し

み
な
い
拍
手
に
舞
台
と
会
場

が
一
体
と
な
る
。
こ
れ
以
上

の
至
福
の
時
は
あ
り
ま
せ

ん
。こ
れ
が
カ
ラ
オ
ケ
で
す
。

元
気
・
や
る
気
・
笑
顔
が
、

生
き
が
い
が
伝
わ
っ
た
大
会

で
し
た
。

　

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
に
は
感
謝
で
す
。（
川
）
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わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。

吹
高
連
創
立
60
周
年
の
記

念
ツ
ア
ー
が
、
６
月
19
日
〜

20
日
に
開
催
さ
れ
、
76
名
が

参
加
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
心
配
の
中
、

よ
く
ぞ
集
ま
っ
て
い
た
だ
い

た
と
、
手
を
合
わ
せ
感
謝
。

天
候
は
申
し
分
な
し
、
各

地
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
が
バ
ス

２
台
に
乗
車
し
て
出
発
。
中

央
高
速
道
を
一
路
信
州
へ
、

中
津
川
の
「
ひ
だ
路
元
越
」

で
昼
食
。
豪
華
で
品
数
多
し

堪
能
。
後
、
川
本
喜
八
郎
人

形
美
術
館
に
、
精
巧
な
人
形

が
２
０
０
体
以
上
展
示
さ
れ

圧
倒
。
次
に
「
母
ベ
ぇ
」
の

ロ
ケ
地
の
許
原
学
校
校
舎
見

学
、
模
擬
卒
業
で
卒
業
証
書

を
全
員
い
た
だ
く
。
懐
か
し

さ
と
複
雑
な
思
い
で
学
校
を

後
に
。
昼
神
温
泉
に
到
着
し

ま
し
た
。

早
速
ひ
と
風
呂
浴
び
、
待

ち
か
ね
た
宴
会
、
先

ず
は
鏡
開
き
で
始

ま
り
、
挨
拶
の
あ

と
、
次
々
と
出
て
く

る
食
事
は
種
類
も

多
く
、
舌
鼓
を
打

つ
。
カ
ラ
オ
ケ
や
輪

に
な
っ
て
踊
り
ま

く
れ
と
、
時
間
は
ど

ん
ど
ん
過
ぎ
て
1

日
目
は
終
わ
る
。

２
日
目
の
朝
、
朝

食
の
時
間
を
徹
底

信
州
・
昼
神
温
泉

信
州
・
昼
神
温
泉  

〜
１
泊
２
日
の
旅
〜

〜
１
泊
２
日
の
旅
〜

吹
高
連　

創
立
60
周
年
記
念
ツ
ア
ー

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
30

分
前
に
は
延
々
と
行
列
、
仕

方
な
く
早
め
に
開
始
し
て
い

た
だ
く
。
バ
イ
キ
ン
グ
形
式

で
全
員
が
ト
レ
ー
を
持
っ
て

次
々
と
料
理
を
目
い
っ
ぱ
い

持
っ
て
い
く
。
そ
ん
な
に
食

べ
れ
る
の
？
心
配
を
よ
そ
に

全
員
き
っ
ち
り
残
さ
ず
食
べ

て
い
る
。

今
回
の
旅
行
の
メ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
「
天
竜
ラ
イ
ン
下

り
」。
揺
れ
る
船
に
恐
る
恐

る
乗
船
。
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く

り
と
流
れ
に
…
風
景
は
素
晴

ら
し
い
。
寄
り
添
う
岩
が

ラ
イ
オ
ン
似
？
、
ラ
イ
ン

下
り
そ
れ
に
し
て
も
遅
い

走
り
、
後
ろ
を
見
た
ら
船

頭
は
舵
を
握
り
、
な
ん
と

エ
ン
ジ
ン
音
が
…
、
ラ
イ

ン
下
り
は
船
頭
が
竿
で
岩

や
底
を
突
き
な
が
ら
…
と

思
っ
た
が
ち
ょ
っ
と
拍
子

抜
け
。

再
び
バ
ス
で
観
光
農
園
・

ピ
ル
ツ
の
酒
場
で
昼
食
を

取
り
帰
路
へ
。
帰
り
の
バ

ス
で
は
ゆ
っ
く
り
昼
食
と

思
い
き
や
、
ク
イ
ズ
な
ど
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
無
事

吹
田
へ
到
着
。

今
回
の
旅
行
に
関
し
て
ア

ン
ケ
ー
ト
を
取
り
ま
と
め
た

ら
、
参
加
者
の
多
く
が
「
良

か
っ
た
」
と
良
い
評
価
を
も

ら
っ
た
。
さ
す
が
吹
高
連
の

旅
行
企
画
。

皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

前
旅
行
企
画
委
員
「
Y
」

天竜ライン下り天竜ライン下り
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わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。

４
月
に
高
野
台
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
結
成
と
同
時
に
「
女
性
健

康
麻
雀
部
」が
発
足
し
ま
し
た
。

男
性
を
交
え
て
の
麻
雀
ク

ラ
ブ
は
熟
練
経
験
者
が
多
い

の
で
、
高
齢
に
な
っ
て
初
め

て
麻
雀
を
覚
え
た
い
女
性
に

と
っ
て
は
敷
居
の
高
い
も
の

で
し
た
。

麻
雀
イ
コ
ー
ル
賭
け
事
と

言
う
の
は
昔
話
で
、
今
流
行
の

健
康
麻
雀
は
、
対
局
中
に
「
金

を
賭
け
な
い
、
タ
バ
コ
を
吸
わ

な
い
、
酒
を
飲
ま
な
い
」
の
健

康
な
麻
雀
で
す
。
私
た
ち
の
活

動
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
頭
と
口
を

使
っ
て
、明
る
く
楽
し
く
」
で
、

高
野
台
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

　
女
性
健
康
麻
雀
部　

部
長　

槇
原	

田
鶴

吹二地区　南泉長寿会　松下	愛子

今
、
話
題
の

今
、
話
題
の
健
康
健
康
麻麻
雀雀
にに

　
　
　
　

は
ま
っ
て
い
ま
す

　
　
　
　

は
ま
っ
て
い
ま
す

スプラッシュボールスプラッシュボールを楽しみましたを楽しみました

テ
ー
ブ
ル
ゲ
ー
ム
と
し
て
純

粋
に
対
局
に
集
中
し
、
脳
活
や

健
康
維
持
、
老
化
防
止
に
最
適

で
す
。

全
く
の
初
心
者
で
も
安
心

し
て
遊
べ
る
よ
う
に
、
若
手
イ

ケ
メ
ン
講
師
・
大
学
生
の
ス

タ
ッ
フ
を
探
し
て
、
基
本
か
ら

丁
寧
に
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
ま

し
た
。
最
初
は
会
員
９
人
・
２

卓
で
開
始
し
て
、
２
カ
月
間
で

６
回
18
時
間
の
初
心
者
コ
ー

ス
を
受
講
し
ま
し
た
。
笑
い
が

絶
え
ず
、
面
白
い
け
ど
奥
が
深

そ
う
と
楽
し
く
勉
強
で
き
ま

し
た
。

現
在
、
部
員
は
14
人
で
す
。

10
月
か
ら
初
心
者
コ
ー
ス
に
５

人
が
入
会
し
ま
し
た
。
こ
の
新

メ
ン
バ
ー
の
刺
激
を
受
け
て
、

練
習
会
場
は
教
え
合
う
微
笑
ま

し
い
風
景
と
、
歓
声
・
笑
い
声

で
こ
れ
ま
で
以
上
に
熱
気
が
溢

れ
て
い
ま
す
。

ゲ
ー
ム
の
勝
ち
負
け
に
は

拘
ら
ず
、
終
了
後
に
は
「
今
日

も
楽
し
か
っ
た
ね
〜
」
が
合
言

葉
に
な
る
よ
う
に
心
が
け
て

い
ま
す
。

10
月
２
日
、
吹
二
連
合
会

行
事
「
秋
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流

会
」
を
、
久
し
ぶ
り
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
も
落

ち
着
い
た
の
で
、
何
か
し
た

い
な
ぁ
…
と
考
え
、
体
振
の

ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ル
教
室

に
参
加
す
る
形
で
の
企
画

で
、
準
備
も
無
く
、
参
加
者

を
募
っ
た
だ
け
で
、
体
振
に

お
ん
ぶ
の
形
に
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
15
人
が
参
加
し
、
地
域
の
人
た
ち
と

も
交
流
が
出
来
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合

わ
せ
た
の
で
、
に
ぎ
や
か
な
こ
と
！
開
会
式
を

す
る
と
言
っ
て
も
、
チ
ー
ム
分
け
を
す
る
と

い
っ
て
も
、
な
か
な
か
進
ま
ず
、
お
世
話
係
り

の
人
は
お
手
上
げ
状
態
で
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
渡
す
な

り
、
会
場
に
着
い
た
と
き

チ
ー
ム
カ
ー
ド
を
渡
し
て

分
か
り
や
す
く
す
る
な
ど

…
、
工
夫
が
必
要
か
な
…

と
思
い
ま
し
た
。

午
前
中
の
短
い
時
間
で

し
た
が
、
み
ん
な
で
楽
し

み
、
さ
さ
や
か
な
参
加
賞

を
手
に
し
て
帰
り
ま
し
た
。

11
月
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
に

取
り
組
む
予
定
で
す
。
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わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。

　吹高連令和４年度秋季グラウンドゴルフ大会は、11月 10日午前９
時から、桃山台グラウンドで開催され、市内各地区から 230 余名が参
加して盛大に開催された。
　午前９時からの開会式は、吹高連山根副理事長の開会のあいさつに
続いて後藤圭二吹田市長、坂口妙子吹田市議会議長、渡嘉敷なおみ前
衆議院議員、白石透吹田市議
会議員がそれぞれ来賓として
激励の言葉を述べた。ルール
の説明の後、競技がスタート
し、熱戦が繰り広げられた。
競技終了後、表彰式が行なわ
れ、別記の方が表彰された。

　10月 27 日午前９時から、高野台コートゲートボール場で、恒例
の秋季大会が開催された。
　開会式で岸下理事長、藤原ゲートボール部部長のあいさつに続き、川

端審判長からルールの説明があった。
　当日は薄曇りで肌寒いコンディションだった。
　前回と同様に、第１ゲートは４ｍから３ｍに短く設定され、参
加者に優しい通過しやすい配慮がされていた。今回から部長の
発案で試合の先攻・後攻はじゃんけんで決めることになった。
　９つの地区からゲートボール愛好者が集まり、７チームに分
かれて各４試合を行った。
　チーム名：吹星＆南正雀、吹三 Å，吹三Ｂ、岸部、千三、山三
Ａ、山三Ｂ。熱戦の結果、見事岸部チームが初優勝した。
準優勝は吹三Ａ、３位は吹三Ｂ、敢闘賞は山三Ｂチームであった。
　にぎやかな歓声の中参加者同士の交流もあり、有意義な一日
であった。	 	 	 	 （岸部地区・川端　哲）

令和４年度 第58回秋季グラウンド・ゴルフ大会

秋晴れに恵まれ230余名が参加秋晴れに恵まれ230余名が参加

第72回、28名が参加して開催第72回、28名が参加して開催

男
性

順　位 氏　名 地区名 スコア

１位 井上　　勇 千一 50
２位 大畠　　禎 五月が丘 54
３位 瀬戸　　彰 佐井寺 54

順　位 氏　名 地区名

優　勝 岸部チーム 岸部
準優勝 吹三 Aチーム 吹三
３　位 吹三Bチーム 吹三

女
性

順　位 氏　名 地区名 スコア

１位 八嶋　次子 岸部 50
２位 山本　洋子 吹六 52
３位 梶原　陽子 津雲台 54

吹高連 秋季ゲートボール大会

開会式で市長、議長揃っての激励開会式で市長、議長揃っての激励
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わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。

　

ほ
の
か
な
光
が
縁
取
る
遠

い
生
駒
の
山
脈
。

　

新
年
の
大
空
は
茜
色
に
染

ま
り
、
太
陽
が
昇
ろ
う
と
し

て
い
る
。

　

畏
敬
の
念
に
打
た
れ
、
掌

を
合
わ
せ
る
。
ペ
ン
は
慌
し

く
文
字
を
刻
む
。
記
録
し
な

か
っ
た
事
は
、
な
か
っ
た
事

に
な
る
。
拙
い
私
の
自
分
史

だ
。

大
本
営
発
表

　

挙
国
マ
ス
ク
に
ぎ
ら
つ
く
瞳

迎
春
に
想
う

迎
春
に
想
う

高
野
台
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
江
藤	

憲
子

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
な
り
、

変
異
株
も
世
界
で
続
出
す
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
以

下
コ
ロ
ナ
）
の
収
束
は
遠
い
。

世
界
史
に
残
る
試
練
の
日
を

生
き
て
い
る
。
蓋
し
、
危
機

は
好
機
。

　

激
動
の
時
代
を
生
き
抜
く

タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ラ
ー
、
未
来

へ
残
す
自
分
史
の
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
だ
。

　

自
分
史
は
人
々
の
営
為
の

結
晶
、
歴
史
と
な
る
。

　

主
役
は
、
あ
な
た
、
そ
し

て
私
。

　

文
集
断
片
「
吹
田
自
分
史

の
会
」
で
は
「
わ
が
人
生
の

想
い
出
」
が
第
10
集
を
重
ね
、

市
内
の
図
書
館
に
置
か
れ
て

い
る
。

　

２
０
１
８
年
、「
吹
田
市
い

き
が
い
教
室
発
表
会
」
で
「
吹

田
自
分
史
の
会
」
宮
本
義
次

会
長
と
の
出
会
い
が
な
か
っ

た
ら
。
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
。

　

荊
棘
の
２
０
２
３
年
、
為

す
す
べ
も
な
く
過
ご
し
て
い

る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

人
生
は
儚
く
、
短
い
。
人

間
だ
け
が
自
分
の
先
に
必
然

の
終
焉
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
が
あ

る
事
を
知
っ
て
い
る
。
高
野

台
水
路
沿
い
、
幸
せ
の
青
い

鳥
カ
ワ
セ
ミ
も
飛
ん
で
く
る

迎
春
に
想
う
。

　

拙
文
を
読
ん
で
頂
く
あ
な

た
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
深
く
感
謝
し
な
が
ら
。

　

今
日
の
頑
張
り
は
明
日
へ

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
。
輝
け
、

有
終
の
日
々
。

＊
「
吹
田
自
分
史
の
会
」

「
南
千
里
公
民
館
」

毎
月
第
３
日
曜
日
午
前
10
時

開
催
。
会
費
５
０
０
円

　第 38回吹高連
囲碁大会は、11
月 ９ 日 午 前 10
時から、南千里
の千里市民セン
ター大ホールで
開催され、女性２名を含め、合わせて 42名
が参加した。
　Ａクラス（２段以上）Ｂクラス（初段以下）
に分かれ、それぞれ４局づつ対戦、成績は次
の通りです。終了後表彰式で各クラス３位ま
での入賞者に、記念の楯が贈られた。

清掃活動報告清掃活動報告

第38回 吹高連囲碁大会

42名が参加して開催される42名が参加して開催される

順　位 氏　名 地区名 氏　名 地区名

A
優　勝 眞部　　一 吹　三

B
木曽　栄造 吹　三

準優勝 福良　義男 吹　三 山崎　秀雄 西山田

３　位 平松　　茂 西山田 長尾　将美 南山田

　　青山台地区では、９月 25日（日）午前９時から、青山台地区では、９月 25日（日）午前９時から、
福井会長を中心に青寿会の会員福井会長を中心に青寿会の会員
約 30 名が、地区内の青山公園約 30 名が、地区内の青山公園
とくちなし公園で、落ち葉などとくちなし公園で、落ち葉など
のゴミ拾いの清掃活動を実施しのゴミ拾いの清掃活動を実施し
ました。残暑厳しい中でしたが、ました。残暑厳しい中でしたが、
全員汗しながら、約１時間にわ全員汗しながら、約１時間にわ
たって、約 50 袋のゴミを収集たって、約 50 袋のゴミを収集
しました。しました。

（報告：青山台青寿会　藤本 輝夫 )（報告：青山台青寿会　藤本 輝夫 )
青山公園にて

　　千三地区第４福寿会は、円山町自治会館、公園の周千三地区第４福寿会は、円山町自治会館、公園の周
辺の清掃を行いました。辺の清掃を行いました。
　枯葉や伸び切った枝払い　枯葉や伸び切った枝払い
をして、とてもしんどかっをして、とてもしんどかっ
たけど、きれいにすっきりたけど、きれいにすっきり
したさまに、皆んな良かっしたさまに、皆んな良かっ
たねと、心豊かにし、無事たねと、心豊かにし、無事
終了しました。終了しました。

（報告・（報告・千三地区第４福寿会千三地区第４福寿会
　　　　　　　筒井 榮子 )　　　　　　　筒井 榮子 ) 円山町自治会館周辺の公園
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わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。

光
陰
矢
の
如
し

光
陰
矢
の
如
し

今
年
１
月
の
誕
生
日
で
、

後
期
高
齢
者
と
し
て
２
年
目

を
迎
え
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
９
月
21
日
に
敬
老
参
加

記
念
品
を
頂
き
に
、
内
本
町

コ
ミ
セ
ン
に
出
向
い
て
品
物

を
頂
戴
し
ま
し
た
。
係
を
さ

れ
て
い
る
方
は
、
私
よ
り
年

輩
の
方
で
し
た
の
で
、
気
恥

ず
か
し
く
受
取
ら
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
76
才
は
未
だ
若
い

と
言
う
方
も
有
り
ま
す
が
、

吹
一
吹
六
地
区　

第
十
楠
会
　
楓
　
芳
雄

人
様
の
お
世
話
を
す
る
方
は

年
令
を
感
じ
さ
せ
な
い
活
躍

ぶ
り
で
、
反
対
に
、
人
様
か

ら
お
世
話
を
受
け
て
居
る
方

を
見
か
け
ま
す
と
、
年
令
よ

り
老
け
て
見
え
た
り
し
ま
す
。

「
光
陰
矢
の
如
し
」
と
申

し
ま
す
が
、
誠
に
時
の
経
つ

の
は
早
い
も
の
で
す
。
時
と

い
う
も
の
は
不
思
議
な
も
の

で
、物
理
的
に
は
同
じ
で
し
ょ

う
が
、
若
い
時
と
年
令
を
重

ね
て
か
ら
で
は
、
感
じ
方
に

違
い
が
あ
る
よ
う
で
す
。

フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
、ポ
ー

ル
・
ジ
ャ
ネ
が
発
案
し
た

「
ジ
ャ
ネ
ー
の
法
則
」
に
よ
れ

ば
、
５
才
の
人
間
の
１
日
は
、

50
才
の
人
間
の
10
日
。
５
才

の
１
年
は
50
才
の
十
年
に
当

た
る
と
い
い
ま
す
。
５
才
の

子
が
、
時
速
10
キ
ロ
で
徐
行

す
る
車
に
乗
っ
て
車
窓
の
景

色
を
眺
め
て
い
る
と
す
れ
ば
、

50
才
で
は
１
０
０
キ
ロ
で
走

る
車
に
乗
っ
て
眺
め
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
の
よ

う
に
70
才
半
ば
と
も
な
れ
ば

ス
ピ
ー
ド
違
反
。
暴
走
状
態

の
車
に
乗
っ
て
い
る
方
も
あ

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
る
程
、
時
が
経
つ
の
は
早

い
は
ず
で
あ
り
ま
す
。

今
や
１
０
０
年
時
代
。
ロ

ン
グ
ラ
イ
フ
も
良
い
け
れ
ど

も
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
で
余
裕

を
も
っ
て
、
人
生
を
楽
し
く

暮
ら
し
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。

お
互
い
に
、
感
謝
と
、
慎
み

と
、
た
す
け
合
い
の
心
を

持
っ
て
。

人
生
の
お
供

人
生
の
お
供

私
は
今
満
80
才
に
な
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。

７
、８
年
前
病
院
の
人
間

ド
ッ
ク
の
検
査
で
、
肺
が
ん

の
疑
い
が
あ
る
と
い
わ
れ
、

３
ヶ
月
後
精
密
検
査
の
為
Ｃ

Ｔ
検
査
を
と
い
わ
れ
、
タ
バ

コ
を
即
止
め
て
４
日
間
続
け

た
が
、
５
日
目
に
我
慢
で
き

佐
竹
台
地
区　

き
ら
く
会
　
佐
藤	

重
光

ず
禁
煙
外
来
を
受
診
し
ま
し

た
。薬

を
調
合
し
て
頂
い
て
２

日
目
に
め
ま
い
、
吐
き
気
、

そ
の
後
意
識
不
明
と
な
り
、

救
急
車
で
病
院
へ
搬
送
さ
れ

結
果
異
常
な
し
と
い
う
事

で
、
翌
日
か
か
り
つ
け
医
で

診
断
し
ま
し
た
。

禁
煙
外
来
で
の
薬
が
強

か
っ
た
と
の
事
で
半
分
の
薬

に
変
更
し
た
が
、
や
っ
ぱ
り

体
調
が
す
ぐ
れ
ず
、
貼
り
薬

に
変
更
し
た
が
肌
が
赤
く
腫

れ
て
痛
み
も
あ
り
、
こ
う
い

う
つ
ら
い
思
い
を
し
た
く
な

く
な
り
、
肺
が
ん
の
Ｃ
Ｔ
検

査
も
異
常
が
な
い
と
の
結

果
。タ

バ
コ
を
吸
う
の
を
や
め

る
事
を
や
め
て
し
ま
い
、
病

気
は
こ
わ
い
が
タ
バ
コ
は
や

め
る
事
が
出
来
ず
現
在
は
１

日
６
、７
本
で
押
さ
え
て
い

ま
す
。
今
は
毎
日
（
３
６
５

日
）
千
里
南
公
園
へ
朝
６
時

に
元
気
に
体
操
を
し
に
行
っ

て
い
ま
す
。

そ
し
て
き
ら
く
会
、
老
人

ク
ラ
ブ
で
、
役
員
と
し
て
元

気
に
お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
い

て
居
ま
す
。
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わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。

　

長
年
、
外
国
か
ら
の
学
生

達
を
ホ
ー
ム
・
ス
テ
ィ
さ
せ

て
い
た
縁
も
あ
り
、
ひ
ょ
ん

な
こ
と
か
ら
イ
ン
ド
に
行
く

こ
と
に
な
っ
た
、
ジ
ャ
ッ

キ
ー
（
作
者
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー

ム
）。
発
展
途
上
国
で
あ
り

貧
富
の
差
も
あ
る
。
文
化
・

習
慣
も
大
き
く
日
本
と
違
う

イ
ン
ド
に
、「
行
っ
て
み
な

け
れ
ば
、
分
か
ら
な
い
」
と

女
一
人
、
小
さ
な
冒
険
に
出

か
け
ま
し
た
。

「
ジ
ャ
ッ
キ
ー
『
イ
ン
ド
』
を
行
く
」
を
出
版

「
ジ
ャ
ッ
キ
ー
『
イ
ン
ド
』
を
行
く
」
を
出
版

イ
ン
ド
・
女
ひ
と
り
旅

イ
ン
ド
・
女
ひ
と
り
旅

藤
白
台
地
区　

藤
寿
会
第
６
ク
ラ
ブ　

中
島	

美
緒
子

　

お
仕
着
せ
の
ツ
ア
ー
旅
行

で
は
行
き
た
い
所
に
行
け

ず
、
し
た
い
事
も
で
き
に
く

い
と
、
飛
行
機
を
始
め
イ
ン

ド
国
内
の
交
通
機
関
の
手

配
、
宿
泊
施
設
ま
で
個
人
で

予
約
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

電
話
が
普
及
し
て
い
る
現
在

と
は
言
え
通
じ
な
い
こ
と
も

多
く
、
苦
労
し
た
こ
と
。

　

白
い
大
理
石
の
お
墓
と
し

て
知
ら
れ
る
タ
ジ
・
マ
ハ
ー

ル
を
見
学
し
た
後
、
乗
せ
て

も
ら
っ
た
ハ
イ
ヤ
ー
に
、
人

気
の
な
い
田
舎
の
よ
う
な
場

所
に
置
き
去
り
に
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
見
知
ら
ぬ
暗
い
夜

道
に
、
た
た
ず
む
牛
の
姿

や
、
犬
の
遠
吠
え
を
聞
き
な

が
ら
、
恐
怖
心
と
警
戒
心
で

歩
く
は
め
に
な
っ
た
こ
と
。

　

ま
た
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の

聖
地
で
イ
ン
ド
最
大
の
宗
教

都
市
で
あ
る
ヴ
ァ
ラ
ー
ナ
シ

の
、
ガ
ン
ジ
ス
川
の
ほ
と
り

で
は
、
神
様
に
扮
し
た
子
供

た
ち
に
仲
良
く
し
て
も
ら
っ

た
り
、
お
土
産
を
売
る
商
売

人
か
ら
売
り
物
の
商
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
て
し
ま
っ
た

り
も
し
た
。

　

２
週
間
ほ
ど
の
旅
の
間
、

嫌
な
こ
と
や
不
快
な
こ
と
も

あ
っ
た
け
れ
ど
、
そ
れ
以
上

に
楽
し
い
出
来
事
も
い
っ
ぱ

い
あ
っ
た
。
人
々
の
多
く
も

素
朴
で
親
切
で
、
良
い
思
い

出
が
出
来
た
。

　

日
本
で
は
な
か
な
か
で
き

な
い
そ
れ
ら
の
経
験
を
ま
と

め
、
編
集
か
ら
製
本
ま
で
を

通
し
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
い
一

人
で
作
り
上
げ
、出
版
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
ジ
ャ
ッ
キ
ー

と
言
う
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
は
、

北
千
里
地
区
公
民
館
で
フ

ラ
・
ダ
ン
ス
を
教
え
る
時
や
、

通
訳
な
ど
英
語
に
関
す
る
仕

事
を
す
る
と
き
に
使
っ
て
い

ま
す
。本
名
は
中
島
美
緒
子
。

藤
白
台
在
住
。
藤
寿
会
第
６

ク
ラ
ブ
の
会
員
で
す
。

　

こ
の
本
を
５
名
の
皆
様
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
吹
高
連
の

事
務
局
に
、
１

月
末
ま
で
お
申

し
出
く
だ
さ

い
。
応
募
者
が

多
い
場
合
は
抽

選
で
、
当
選
者

に
送
付
い
た
し

ま
す
。

　

現
在
ア
マ
ゾ

ン
で
販
売
中
で

す
。

中島	美緒子さん
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わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。

　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
ま
で
済

ま
せ
た
妻
に
先
立
た
れ
た
男

の
、
別
れ
の
シ
ョ
ッ
ク
か
ら

終
活
に
至
る
迄
の
、
心
境
の

男
や
も
め
の
終
活
プ
ロ
ロ
ー
グ

男
や
も
め
の
終
活
プ
ロ
ロ
ー
グ

千
三
地
区　

第
四
福
寿
会
　
宙
　
大
唱

変
化
を
、
川
柳
風
に
記
し
て

み
ま
し
た
。

　

一
、
別
れ
の
シ
ョ
ッ
ク
「
叫

べ
ど
も
届
か
ぬ
虚
無
に
た
だ

う
な
だ
れ
て
」

　

二
、人
は
、成
す
べ
き
事
を
、

す
べ
て
成
す
迄
は
生
き
ね
ば

と
心
切
り
換
え
、
終
活
に
向

か
う
。

「
障
害
を
乗
り
越
え
走
る
人
見

事
」

「
逢
い
語
り
合
う
そ
こ
が
楽
園

命
の
泉
」

　

三
、
終
活
を
終
え
て
散
る

時
を
想
い
、
か
く
あ
り
た
い

も
の
と
念
ず
る
事
柄
。

「
旅
立
ち
は
明
る
く
陽
気
に

さ
っ
ぱ
り
と
」

「
散
る
時
は
み
ん
な
み
ん
な
に

あ
り
が
と
う
」

○
孤
独
の
終
活
は
大
変
で
す

が
、
只
今
頑
張
り
中
で
す
。

　

60
才
の
冬
、
排
尿
不
全
か

ら
前
立
腺
癌
が
我
が
身
に
住

み
付
い
て
い
る
の
が
判
る
。

Ｐ
Ｓ
Ａ
値
28
、
放
射
線
と
ホ

ル
モ
ン
剤
で
一
度
は
安
全
値

ま
で
押
さ
え
込
む
事
に
成
功

し
た
が
、
10
年
余
り
後
、
再

び
Ｐ
Ｓ
Ａ
値
が
悪
ブ
レ
し
抗

癌
剤
の
投
与
が
始
ま
る
。

　

こ
れ
を
期
に
全
身
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
事
に
な
り
、
４

年
前
、
肺
癌
の
発
見
に
至
る
。

癌
と
付
き
合
っ
て

癌
と
付
き
合
っ
て
1818
年年

千
三
地
区　

第
五
福
寿
会
　
兒
山
　
　
攻

経
６
セ
ン
チ
程
の
非
小
細
胞

肺
癌
が
、
右
肺
の
外
側
に
食

道
や
肺
動
脈
そ
の
他
の
多
く

の
血
管
を
巻
き
込
み
、
切
除

不
能
と
診
断
、
本
人
痛
み
無

し
放
射
線
と
抗
癌
剤
で
押
さ

え
込
む
事
に
、
検
査
を
含
む

入
院
90
日
余
り
、
退
院
後
１
ヶ

年
、
外
来
に
よ
る
抗
癌
剤
の

投
与
が
一
定
の
成
果
を
見
せ

る
が
、
体
力
は
少
し
づ
つ
落
ち

て
い
る
の
が
判
る
。
新
た
に
右

肺
に
S
４
の
癌
が
３
ヶ
所
転

移
。今
の
所
癌
を
除
け
ば
血
圧
、

血
糖
値
共
に
正
常
、
医
師
が

驚
く
程
、薬
の
世
話
に
は
無
縁
、

し
か
し
、
ゆ
る
り
ゆ
る
り
と

お
迎
へ
を
待
つ
身
に
な
っ
て

い
る
の
も
判
る
。息
が
苦
し
い
、

現
在
78
才
金
婚
の
秋
。

食
生
活
に
思
う

食
生
活
に
思
う

夕
食
の
時
間
近
所
の
市
場

に
て
、
す
ら
り
と
背
の
高
い
若

い
男
性
、
片
手
に
パ
ン
２
ヶ
持

ち
、
カ
ッ
ト
果
物
を
物
色
し
て

い
た
。
そ
の
人
の
食
生
活
を
想

像
し
た
。
母
が
「
う
ち
は
病

吹
二
地
区　

北
泉
３
長
寿
会
　
柾
木	
美
枝
子

気
に
な
っ
て
も
、
お
い
そ
れ
と

医
者
へ
は
行
け
な
い
」
と
言
っ

た
。
82
才
の
私
が
10
才
そ
こ

そ
こ
の
頃
だ
っ
た
。
そ
の
言
葉

が
頭
か
ら
離
れ
ず
、
身
体
に

関
す
る
こ
と
に
は
、
敏
感
と

な
っ
た
。
高
齢
の
女
性
料
理
研

究
家
が
「
食
生
活
は
、
30
年

後
に
問
題
が
出
る
」
と
真
剣

に
言
わ
れ
、
人
々
の
健
康
を

願
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
来

た
。
市
場
に
は
き
れ
い
な
色

ど
り
の
弁
当
や
、
即
席
の
食

品
も
山
積
し
て
い
る
。
食
品

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
天
笠
啓
祐

氏
に
よ
る
と
、「
食
品
添
加
物

が
、一
兆
円
規
模
２
０
１
０
年
、

３
３
３
万
ト
ン
生
産
さ
れ
て
い

る
。
一
つ
一
つ
の
安
全
性
は
評

価
さ
れ
て
い
る
。
複
数
の
添
加

物
を
、
同
時
に
摂
取
し
た
際

の
安
全
性
は
評
価
さ
れ
て
い

な
い
」
由

今
を
生
き
る
者
と
し
て
、
諸

課
題
を
注
視
し
続
け
た
い
。
あ

る
べ
き
姿
を
模
索
し
な
が
ら
。
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今
岡
き
り
ん

捨
て
ら
れ
ず
タ
ン
ス
の
肥
や
し
増
え
続
け

日
々
飽
き
ず
腹
い
っ
ぱ
い
に
さ
つ
ま
い
も

宮
繁
　
葉
月

キ
ラ
イ
派
の
我
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
る
は
め

井
戸
ば
た
会
議
き
き
耳
た
て
て
割
り
込
ん
で

	

山
崎
　
恭
子

夕
飯
後
饅
頭
ぺ
ろ
り
躊
躇
な
く

吹
三
地
区
六
地
蔵
六
瓢
会　

斎
藤
英
一
郎

大
和
路
の
春
は
桜
や
鳥
の
声

　
　
　

戦
火
を
さ
け
て
来
る
民
も
あ
り

吹
一
吹
六
地
区
第
十
二
楠
会　

四
方
　
公
代

秋
晴
れ
に
吹
田
最
古
の
燈
籠
は

　
　
　

百
日
紅
に
ぞ
護
ら
れ
立
て
り

レ
ン
ズ
雲
に
両
手
を
合
は
せ
祈
り
し
は

　
　
　

世
界
平
和
と
疫
病
収
束

星
と
な
り
ま
た
月
と
な
り
高
み
よ
り

　
　
　

善
き
出
逢
ひ
の
み
吾
に
贈
れ
り

吹
三
東
町
長
生
会
第
一
ク
ラ
ブ　

上
ヶ
市
照
子

遥
か
な
る
生
駒
の
峰
に
ひ
と
ひ
ら
の

　
　
　

雲
の
流
れ
て
初
秋
に
風
ふ
く

辻
本
　
節
子

蝉
し
ぐ
れ
生
き
し
命
の
賛
歌
か
な

西
尾
　
濟
子

秋
空
に
雲
遊
ば
せ
て
浮
見
堂廣

瀬
　
弥
生

涼
風
や
伊
根
の
舟
屋
の
魚
づ
く
し

翠
簾
屋
信
子

盆
僧
の
袂
に
聞
き
し
電
子
音横

田
　
廣
子

母
の
墓
形
見
の
日
傘
さ
し
て
行
く

岡
本
　
　
良

芝
刈
り
し
後
の
匂
へ
る
真
昼
か
な

講
師
　
　
西
上
　
禎
子

夕
顔
の
咲
い
て
深
ま
る
青
き
闇

干
二
地
区
連
合
福
寿
会
　
山
本
　
真
弓

こ
こ
に
来
て
も
は
や
マ
ス
ク
は
口
パ
ン
ツ

山
盛
の
願
い
の
前
に
深
呼
吸

千
二
第
七
福
寿
会
　
桐
原
　
恒
子

恥
花
を
咲
か
し
今
年
も
生
き
て
ゆ
く

【
青
山
台
地
区
青
寿
会
川
柳
の
会
】

辻
　
美
寿
々

五
輪
沸
く
一
方
コ
ロ
ナ
増
え
続
く

耳
よ
り
の
話
に
耳
は
貸
さ
ぬ
こ
と
で
す

佐
々
木
貫
太
郎

ア
ス
リ
ー
ト
頑
張
れ
な
い
よ
無
観
客

聞
き
飽
き
た
感
染
数
と
降
雨
量

吹
一
吹
六
地
区
第
十
楠
会　

楓
　
　
芳
雄

仰
ぎ
見
る
柿
の
干
し
棚
懐
か
し
や

吹
一
吹
六
地
区
第
十
楠
会　

楓
　
百
合
子

わ
が
里
に
迎
え
る
柿
の
玉
す
だ
れ

吹
三
地
区
六
地
蔵
六
瓢
会　

斎
藤
英
一
郎

コ
ロ
ナ
禍
の
新
語
づ
く
し
の
年
賀
状

竹
見
台
地
区
ひ
ま
わ
り
千
竹
会　

釘
宮
多
美
代

小
春
日
や
蝶
が
蝶
呼
ぶ
ハ
ー
ブ
園

【
青
山
台
地
区
青
寿
会
俳
句
部
】　

両
国
　
美
江

遠
き
道
夫
と
歩
き
し
ま
ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ

赤
と
ん
ぼ
遠
く
生
駒
は
う
か
び
け
り

吉
川
　
ま
き

広
島
の
ド
ー
ム
見
下
ろ
す
雲
の
峰

公
園
の
木
立
に
う
か
ぶ
月
の
舟木

村
こ
み
ち

は
か
な
く
て
た
ぎ
る
命
の
蝉
時
雨

滝
の
音
た
よ
り
つ
登
る
も
み
じ
山

工
藤
　
昭
子

輪
廻
転
生
法
師
蝉
な
き
つ
づ
け桜

庭
　
游
鳳

八
月
の
雨
に
嘆
く
や
甲
子
園

雨
予
報
今
宵
の
空
に
錆
び
た
月山

田
　
　
稔

盂
蘭
盆
会
読
経
の
僧
の
白
マ
ス
ク

野
本
　
夏
游

野
良
仕
事
野
良
の
か
ん
ざ
し
彼
岸
花

久
保
田
あ
や
子

脱
皮
す
る
如
く
剥
ぎ
と
る
汗
の
シ
ャ
ツ

久
保
田
青
邑

大
西
日
店
先
に
積
む
ぞ
っ
き
本

【
吹
高
連
　
俳
句
ク
ラ
ブ
】　

大
谷
三
代
子

退
院
の
膳
に
嵯
峨
野
の
冷
豆
腐大

角
　
宣
子

夜
食
に
は
う
ど
ん
半
玉
船
の
旅小

野
　
好
延

ド
ア
ホ
ン
に
縋
つ
て
鳴
き
ぬ
迷
ひ
蝉

金
澤
　
房
子

カ
ッ
プ
麺
作
り
慣
れ
た
る
夜
食
か
な

近
藤
信
一
郎

雪
の
峰
伸
び
て
広
が
る
宇
宙
ま
で　

短
歌
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スポンサーへの御礼スポンサーへの御礼

　吹田市高齢クラブ連合会会報
紙「久寿乃㐂」の発行にあたり
まして、スポンサー各位には温
かいご協力を賜りまして、衷心
より深く感謝申し上げます。
　私たち吹田市高齢クラブ連合
会会員は、この会報によって互
いに情報を交換し、活動の糧と
しています。
　今後とも何卒よろしくご支援
賜りますよう、お礼旁々申し上
げます。
� 吹田市高齢クラブ連合会

編
集
編
集後

記
後
記

へ
ん
し
ゅ
う
こ
う
き

へ
ん
し
ゅ
う
こ
う
き

へ
ん
し
ゅ
う
こ
う
き

へ
ん
し
ゅ
う
こ
う
き

へ
ん
し
ゅ
う
こ
う
き

「久寿乃㐂」はスポンサー各位のご協力により発行しています。

　令和４年は激動の一年でした。ロシアのウクライナ侵攻は、世
界平和が脅やかされ驚きました。戦後 77 年にしてあの悲惨な戦争

を思い出させました。一日も早い終戦と平和を望みます。私が広報宣伝部会に所属し
て８年、定年を迎え今回の機関紙「久寿乃㐂」（82 号）が最後の編集となりました。
部会員を２年、部会長を２年、担当三役を４年、合計８年間広報一筋に務めさせてい
ただきました。一番の思い出は、60 周年記念誌「吹高連 60 年の歩み」の発行でした。
編集は大変でしたが、皆さまのご協力により無事完成し、「立派な記念誌」と多くの
会員の皆さまから喜んでいただきほっとしております。今後ますます吹高連の発展と
広報宣伝部会の充実を期待しています。  （広報宣伝部会担当三役　藤本　輝夫）

フ
ォ
ト
ス
タ
ジ
オ

フ
ォ
ト
ス
タ
ジ
オ

吹
高
連

吹
高
連伊射奈岐神社の秋祭り

写真・文　愛智良子（北山田地区友遊クラブ）

　10 月９日、山田東にある伊射奈岐神社
で３年ぶりの秋祭りが催され、神輿が街を
練り歩きました。
　境内には多くの屋台などが出店し、コロ
ナで２年間開催されなかっただけに、多く
の人でにぎわいました。

一般社団法人　吹田市高齢クラブ連合会	事務局

☎06-6872-7011
問合せ先

吹高連は会員募集中です‼︎吹高連は会員募集中です‼︎
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わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。


